運動における衝撃は男子大学生の骨塩量を増大させる by 大槻, 伸吾
氏名
学位の種類
学位記番号
学位授勺年月日
学位授守ーの裂件
学位論 Jどお
大槻伸吾
博士(医学〉
第 4036号
半成13年12月27c1 
学位規則第4条第2頃該当者
Impact Force Loading Promotes Bone Mineral DensitγIncrease in 
Male Students 
(運動における衝撃は男子大学生の骨塩量を増大させる)
論文審査委員 主汽教授 山野慶樹 副主査教授 西沢良記
副主査教授 原 充弘
論文内容の要旨
【目的】運動は骨塩量を増大主せると考えられているが、その効果には椋々な報告がある。運動に合まれ
るどの因子が竹取量に影科しているのかを、検討するために本研究を行った。
【対象とH法】発行が終了したと考えられる男子大学生を対象とした。運動が骨場量に与える影響を調べ
るために横断的研究を行った。学生が専門的に行っているスポーツ種目毎に身体各部の骨塩量をDXA法に
てQDRI000を同いて測定した。併せて、体格・筋力・運動時の身体各部への衝撃・最大酸素摂取量を測定
したの学生が行っていたスポーツ種目は、柔道・野球・水泳・バレーボール・バスケットボール各20名で
あった。さらに、連動が骨塩量を増大させることを舵認するために縦断的研究を行った。一般学生に運動
を10ヶ月間行わせ、その前後にて骨塩量を測定した。運動は、 k肢に対しては拍手 (23名)と腕立て伏せ
(29名)、 トー肢に対しては四股ふみ (23名)と縄跳び(16名)を毎円付う様に指ホした。運動を行わない学
牛.をコントロール群(10名)とした。
【結果】横断的研究では、身体に衝撃の加わるスポーツ種目を行勺ている者の骨塩電が、スポーツを行っ
ていない学牛ーよりも高い他を示した。同じ挿日でも衝撃の強い部位の骨塩量が高かった。また縦断的研究
では、柏手と四股踏みの各都のうち運動実施率nO%以上のグループにおいて統計学的に有意な骨塩量の増
大を認めたが、体格や筋力には変化を認めなかった。運動実施率50%未満のものと腕立て伏せおよび縄跳
び群には骨塩霊の増大は認められなかったの
【結論】スポーツ中に身体各自I~に加わる衝撃が大学生身体各部の骨増量を増大させたと考えられる。また、
スポーツを行わない学生でも身体各部に衝撃を与えることで骨塩量が増大することを確認した。身体に衝
撃を与えることで甘塩量は増大し:若年期からの運動の継続は骨組懸症の予防につながるものと考えられる。
論文審査の結果の要旨
運動は骨塩量を増大させると考えられているが、その効呆には様々な報告がある。運動に含まれるどの
困子が骨塩量に影響しているのかを、検討するために本研究を行った。
発育が終了したと考えられる男子大学生を対象とした。運動が骨塩量に与える影響を調べるために横断
的研究を行ったυ 学生が専門的に行っているスポーツ樟H併に身体各部の骨塩量をDXAi去にて測定した。
併せて、体栴・筋力・運動時の身体各部への衝撃・最大酸素炭取量を測定した。スポーツ種目は、柔道ー
野球・水泳・バレーボール・バスケットボール各20名であった3 さらに、運動が骨塩置を端大させること
を確認するために縦断的研究を行った。 ー般学生に運動を10ヶ)J間行わせ、その前後にて骨棺量を測定し
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た。運動は、上肢に対しては拍手 (23名)と腕立て伏せ (29名)、下肢に対しては四股ふみ (23名)と縄跳
び(16名)を毎H行う様に指示した。運動を行わない学牛.をコントロール群 (10名)とした。
横断的研究では、身体に衝撃の加わるスポーツ種目を行っている者の骨塩量が、スポーツを行っていな
い学生よりも高い値を示した。同じ種目でも衝撃の強い部位の骨塩量が高かった。また縦断的研究では、
腕立て伏せや縄跳びよりも衝撃の強い拍手と四股踏みの各群のうち運動実施率50%以上のグループにおい
て統計学的に有意な骨塩量の増大を認めたが、体格や筋力には変化を認めなかった。運動実施半50%未満
のものと腕立て伏せおよび縄跳び群には骨塩量の増大は認められなかった。
スポーツ中に身体各部に加わる衝撃が大学生身体各部の骨塩量を増大させたと考えられる。また、スポー
ツを行わない学生でも身体各部に衝撃を与えることで骨塩量が増大することを確認した。身体に衝撃を与
えることで骨塩量は増大し若年期からの運動の継続は骨粗軽症の予防につながるものと考えられる。
以上の研究は、運動負荷が骨塩量を増大させる効果について新たな知見を加え、整形外科領域において
は骨粗転出の予防に省与するところが大きいと考えられる。よって本研究者は、博寸て(医学)の学位を授
与されるに値すると認められた。
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